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■ 会 長 報 告         大長 昭子君 

㈱ツムラ静岡工場

さんで本日の職場

訪問例会を行うに 

あたり当クラブ会

員である間野工場

長、土屋奉仕プロ

ジェクト委員長、

山田職業奉仕リーダー、委員の皆さんに準備を

していただきました。ありがとうございました。 

ツムラさんと当法人(ハルモニア)のご縁は、

平成 17年に施設開設に当たり、利用する皆さん

の仕事探しの件で営業活動に伺ったのがきっかけ

でした。 

工場長、社員の皆さんのご理解を頂き、雇用や

施設で作っているパン、総菜、菓子等を販売する

ようになりました。 

また、当法人では、ツムラさんからの要請で、

新入社員職員研修を受け入れルようになり、

当初の 3日間は施設利用者と一緒に活動・研修を

行うようになりました。 

研修生に施設のイメージを色に例えると何色か

質問すると、研修前は、グレイ・黒など暗い

イメージでしたが、研修修了時にはオレンジ、

黄色など明るい色に変化しました。 

お互いが理解するためには、実際に関わる大切さ

を実感しました。 

ツムラさんは、漢方を通して人に寄り添う事業を

しており、長い間社会貢献活動に取り組んで

こられました。 

本日は、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

■ 出 席 報 告                 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

32／43 74.42％ 33／43 76.74％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○荒井君 ○石垣君 ○大杉君 ○大塚博君 

○落合君 ○鈴木舜君 ○鈴木透君 ○仲田晃君 

○仲田廣君 ○柳原君 

(２)メークアップ者  

ＩＡ指導者講習会参加者 

●●職場訪問例会●● 

 

 

職業奉仕担当 

山田 賀昭君 

 

 

 

＜株式会社ツムラ 静岡工場 見学＞ 

㈱ツムラ静岡工場に新設した、漢方薬の造粒・

包装工程を手掛ける新工場を見学いたしました。 

静岡工場は、人員規模を据え置いたまま今迄は

手作業で行われていた薬剤の運搬、ラインへ

投入する工程をロボットに置き換え増産に対応、

出荷ロットが少ない医療用の漢方を多品種に

生産をしておりました。 

多品種少量生産を担う生産ラインを順次増やし

ながら造粒・包装工程の生産量を倍増していく

計画です。 

漢方薬の原料である生薬の価格は、この 10年間で

2倍に上昇する一方、医療用薬価引下げが続いた

「二重苦」を乗り越えるため、工場の自動化した
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ロボット設備を、多品種少量生産を担う創意

工夫と社員様のチームワークが機能した、人と

ロボットが一体化した素晴らしい工場でした。 

職場見学は 35 名の参加をいただき、間野会員

工場長・管理部 島本様にご案内を頂き工場

見学が進められました。 

社員食堂でのランチもツムラ様の社風を感じ

ながら楽しく会食できました。 

工場見学をとうして漢方の未来をより深く理解

できたと思います。 

見学にあたり 間野会員ならびに静岡工場の

社員の皆様に大変お世話になりご協力いただき

ましたこと深く感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／鈴木邦君） 


